
○町の人口（11月１日現在）　 男15,195人　　女15,333人　　計30,528人（前月比－13人)　　世帯数8,395世帯（前月比+２） 
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やさとウォーキング大会にて　　10月11日 
※詳細はＰ４・５に掲載 



　
10
月
26
日
、
八
郷
町
総
合
運
動
公
園
を
会
場
に
、
第
14
回
八
郷
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
と
、
第
７
回
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
、
八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
第
17
回
健
康
ま
つ
り
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
八
郷
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
主
会
場
と
な
っ
た
八
郷
町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
は
、
各
種
団
体
の
模
擬
店
や
展

示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
青
空
コ
ン
サ
ー
ト
・
子
供
和
太
鼓
演
奏
、
郷
土
芸
能
の

披
露
や
林
あ
さ
美
歌
謡
シ
ョ
ー
、
長
保
有
紀
歌
謡
シ
ョ
ー
、
巡
回
バ
ス
・
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
さ
れ
た
方
に
豪
華
賞

品
が
当
た
る
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
多
く
の
観
客
で
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
芝
生
広
場
で
行
わ
れ
、
会
場
に
訪
れ
た
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
は
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

や
屋
台
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
い
一
日
を
す
ご
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
八
郷
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
模
様
は
公
開
録
音
さ
れ
、
11
月
８
日
に
ラ
ジ
オ
Ｉ
Ｂ
Ｓ
茨
城
放
送
で
放
送
さ
れ
ま

し
た
。 

長保有紀歌謡ショー 長保有紀歌謡ショー 

青空コンサート（柿岡中吹奏楽部） 青空コンサート（柿岡中吹奏楽部） 

子供和太鼓演奏 

 

和太鼓演奏 

 

子供和太鼓演奏 

 

和太鼓演奏 

 



⑶

林あさ美歌謡ショー 林あさ美歌謡ショー 

郷土芸能披露（八幡神社太々神楽） 

 

郷土芸能披露（八幡神社太々神楽） 

 

郷土芸能披露（真家みたまおどり） 

 

郷土芸能披露（真家みたまおどり） 

 

郷土芸能披露（片野排禍ばやし） 

 

郷土芸能披露（片野排禍ばやし） 

 

第7回子どもフェスティバル 第7回子どもフェスティバル 



⑷

　第３回やさとウォーキング大会が10月11日に行われ、町内外から300人が参加

しました。これは八郷町主催、町内郵便局協賛で開催されたもので、八郷町役場

からサイクリング道路を通り、畜産試験場までを歩きました。たっぷりコースが

10キロ、らくらくコースが８キロと、昨年に引き続きコースを２つに分けました。

参加したみなさんは、すがすがしい秋空のもとさわやかな汗を流しました。 

　ゴールの畜産試験場では豚汁とおにぎりが参加者に配られました。　 

やさとウォーキング大会 

準備運動は入念に。体をやわらかくします。 
 

国保運営協議会鈴木光夫会長が 
お祝いのあいさつ。 
 

9時45分、開会式が始まりました。 
大会長の関野和夫町長があいさつ。 
 

まだまだ余裕のVサイン。 
 

途中でめずらしい植物を 
見つけたよ。 
 

お友達と仲良く参加。 
 

畜産試験場に着きました。やったー。 

10時ジャストに一斉にスタート。 
こちらはたっぷりコースの一行。 
 

すがすがしいね。二人とも足取りが軽やか。 
 

おやつをほおばりながら。 
血糖値は大丈夫？ 
 

ちょっと疲れたから、パパに 
おんぶしてもらっちゃった。 
 

犬もさっきまで歩いていたんですよ。 
もう少しでゴール！ 
 
 

ご夫婦で参加。「今年初めて参加 
しました」 
 



⑸

豚汁おいしいね。また来年参加したい 
ね。広々とした芝生の上で満足、満足。 
 

ヘルスメイトの皆さんが作った豚汁が 
参加者にふるまわれます。今年も好評。 
 

ゴールの畜産試験場では血糖値を測定。 
だいぶ下がってますね。 
 

医療費が増えている理由 

医療費のムダづかいをなくすために 
■健康な生活を送る 

■上手に医者にかかる　　 そのポイント 

ウィルスは 
近づけない＆近づかない 

インフルエンザ予防の 
基本は流行前の予防接種 

こんなかかりつけ医を身近に 

かかりつけ薬局があると安心 

医
療
費
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う 

知 
国保 

休養  栄養  

運動  



汚
水
マ
ス 

汚
水
マ
ス 

公
共
マ
ス 

公
私
境
界 

汚水管 

公道 

マ
ン
ホ
ー
ル 

水処理センターへ 

排水設備 

⑹

下水道事業整備区域 下水道事業整備区域 

下水道事業 
整備予定区域の 
お知らせ 
 
●問い合わせ先 
役場1階　下水道課 内線1164 
 

　八郷町では、平成15年10月に下水道法による整備区域拡大 

の変更認可を受けて、下水道整備区域を広げました。 

　この区域で下水道が利用できるよう今後5年間かけて公共下 

水道事業の整備を進めます。 

●今回拡大認可区域 
八郷町大字 
　柿岡・小幡・小倉・吉生・瓦 
　会・部原・野田・柴間・山崎・ 
　宮ヶ崎・真家・東成井・片岡・ 
　浦須・下林の一部 
 
●今回拡大認可面積 
　　195.3ha 
 
●整備予定期間 
　　平成15年度から平成19年度 
　まで 
 
※詳しい図面等は、下水道課で 
　縦覧しています。 
 
 

早めの 
排水設備工事に 
ご協力を！ 
 
●問い合わせ先 
役場1階　下水道課 内線1164

下水道を利用するには 
　受益者負担金を納付していただいてから、排水設備工事を
行うことが必要となります。 
　また、下水道を利用されると毎月下水道使用料を支払って
いただくことになります。 
●受益者負担金 
　下水道事業費の一部を負担していただくもので、敷地内に
公共マスが設置されているみなさんに納付していただきます。
負担金は下水道を利用していなくても納付となりますが、土
地の状況によっては徴収猶予が認められます。　 
●排水設備工事 
　下水道を利用するための工事は、町が指定する「排水設備指定工事店」が行います。手続きは指定工事店に代行しても
らうこともできますので、直接指定工事店に申し込んでください。 
 

　平成14年10月から、柿岡・金指・片野・小幡・須釜・細谷・根

小屋・下林の一部で下水道が利用できるようになりました。下水

道の役割は生活環境の改善や、河川の水質保全ですので、下水道

が利用できる地域にお住まいの方は、早めに排水設備工事をして

いただくよう、ご協力をお願いいたします。 

汚
水
マ
ス 

今回整備拡大区域 
（平成15年から19年度に整備） 
 整備済区域  
 

水処理センター 

有
明
川 

恋
瀬
川 

恋
瀬
川 

稲
荷
川 

園部川 

八瀬
川 

川又川 

小
桜
川 

小倉川 

 



         

柔 

道 

●
団
体 

　
【
中
学
男
子
の
部
】 

　
　
◎
優
　
勝
　
柿
岡
中 

　
　
○
準
優
勝
　
有
明
中
Ａ 

　
　
○
三
　
位
　
園
部
中
・
有
明
中
Ｂ 

●
個
人 

　
【
中
学
男
子
一
年
の
部
】 

　
　
◎
優
　
勝
　
飯
塚
　
勇
太 

　
　
○
準
優
勝
　
白
谷
　
　
健 

　
　
○
三
　
位
　
安
達
　
拓
矢 

　
　
　
　
　
　
　
竹
松
　
弘
樹 

　
【
中
学
男
子
二
年
の
部
】 

　
　
◎
優
　
勝
　
山
崎
　
徹
也 

　
　
○
準
優
勝
　
鈴
木
　
俊
輝 

　
　
○
三
　
位
　
鈴
木
　
崇
也 

　
　
　
　
　
　
　
植
木
　
彰
大 

　
【
中
学
女
子
の
部
】 

　
　
◎
優
　
勝
　
市
塚
　
友
香 

　
　
○
準
優
勝
　
泉
　
　
聖
子 

　
【
小
学
低
学
年
の
部
】 

　
　
◎
優
　
勝
　
井
浪
奈
津
紀 

　
　
○
準
優
勝
　
下
山
田
　
培 

　
　
○
三
　
位
　
五
十
嵐
天
馬 

　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
元
宗 

        

　
【
小
学
高
学
年
男
子
の
部
】 

　
　
◎
優
　
勝
　
萩
原
　
克
敏 

　
　
○
準
優
勝
　
関
　
　
拓
馬 

　
　
○
三
　
位
　
篠
崎
　
佑
太 

　
　
　
　
　
　
　
井
浪
　
　
涼 

　
【
小
学
高
学
年
女
子
の
部
】 

　
　
◎
優
　
勝
　
飯
塚
　
　
彩 

　
　
○
準
優
勝
　
滝
　
　
真
純 

　
　
○
三
　
位
　
来
栖
　
麻
美 

　
　
　
　
　
　
　
浜
田
　
紅
音 

           

剣 

道 

●
団
体 

　
【
中
学
の
部
】 

　
　
◎
優
　
勝
　
柿
岡
中
Ａ 

　
　
○
準
優
勝
　
南
中
Ａ 

    

　
　
○
三
位
　
　
南
中
Ｃ
・
有
明
中
Ａ 

　
【
小
学
の
部
】 

　
　
◎
優
　
勝
　
林
小
Ａ 

　
　
○
準
優
勝
　
園
部
小
Ａ 

　
　
○
三
　
位
　
小
幡
小
Ａ 

　
　
　
　
　
　
　
園
部
小
Ｃ 

●
個
人 

　
【
中
学
男
子
一
年
の
部
】 

　
　
◎
優
　
勝
　
込
山
　
　
豪 

　
　
○
準
優
勝
　
久
保
田
誠
司 

　
　
○
三
　
位
　
底
　
　
正
人 

　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
　
巧 

　
【
中
学
男
子
二
年
の
部
】 

　
　
◎
優
　
勝
　
中
島
　
　
涼 

　
　
○
準
優
勝
　
藤
岡
　
浩
平 

　
　
○
三
　
位
　
薗
部
　
　
誠 

　
　
　
　
　
　
　
駒
形
　
直
樹 

　
【
中
学
女
子
一
年
の
部
】 

　
　
◎
優
　
勝
　
花
和
　
弘
美 

　
　
○
準
優
勝
　
荻
沼
　
春
奈 

　
　
○
三
　
位
　
中
島
　
智
香 

　
　
　
　
　
　
　
大
槻
　
美
歩 

　
【
中
学
女
子
二
年
の
部
】 

　
　
◎
優
　
勝
　
久
保
田
夏
実 

　
　
○
準
優
勝
　
路
川
真
由
美 

　
　
○
三
　
位
　
岡
野
　
有
紗 

　
　
　
　
　
　
　
岡
野
　
　
愛 

　
【
小
学
三
年
以
下
の
部
】 

　
　
◎
優
　
勝
　
鈴
木
　
史
織 

　
　
○
準
優
勝
　
渋
谷
　
夏
帆 

　
　
○
三
位
　
　
額
賀
め
ぐ
み 

　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
翔
太 

　
【
小
学
四
年
の
部
】 

　
　
◎
優
勝
　
　
久
保
田
朋
哉 

　
　
○
準
優
勝
　
斉
藤
友
紀
恵 

　
　
○
三
位
　
　
渡
辺
　
知
久 

　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
　
綾 

　
【
小
学
五
年
の
部
】 

　
　
◎
優
勝
　
　
大
関
　
直
人 

　
　
○
準
優
勝
　
久
保
田
湧
也 

　
　
○
三
位
　
　
高
橋
　
浩
介 

　
　
　
　
　
　
　
底
　
　
祐
樹 

　
【
小
学
六
年
の
部
】 

　
　
◎
優
勝
　
　
斉
藤
　
啓
輝 

　
　
○
準
優
勝
　
田
中
　
絵
梨 

　
　
○
三
位
　
　
田
中
　
篤
彦 

　
　
　
　
　
　
　
西
丸
　
昂
汰 

         

弓 

道 

●
個
人 

　
【
高
校
の
部
】 

　
▽
射
詰 

　
　
◎
優
　
勝
　
三
宅
　
　
恵 

　
▽
競
射 

　
　
◎
優
　
勝
　
来
栖
　
涼
子 

　
　
○
準
優
勝
　
伴
　
　
隆
之 

　
　
○
三
　
位
　
遠
田
　
尚
弘 

　
【
一
般
の
部
】 

　
▽
射
詰 

　
　
◎
優
　
勝
　
斉
藤
　
　
護 

　
▽
競
射 

　
　
◎
優
　
勝
　
永
吉
　
　
努 

　
　
○
準
優
勝
　
足
立
　
謙
造 

　
　
○
三
　
位
　
海
野
　
宣
子 

●
総
合 

　
　
◎
優
　
勝
　
伴
　
　
隆
広 

　
【
団
体
】 

　
　
◎
優
　
勝
　
石
岡
二
高
Ｂ 

　
　
○
準
優
勝
　
石
岡
商
業
高
Ａ 

　
　
○
三
　
位
　
石
岡
商
業
高
Ｆ 

　
【
金
的
】 

　
　
◎
尾
吹
将
大 

 

⑺

第
44
回
町
民
武
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

　
　
月
12
日
総
合
運
動
公
園
内
の
武
道
館
・
体
育
館
・
弓
道
場
で
、 

第
44
回
町
民
武
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
柔
道
・
剣
道
・ 

弓
道
の
三
種
目
で
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り 

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

10



⑻

八
郷
の
農
業
後
継
者
た
ち  

⑦ 

片
野
　
大
瀬
　
建
さ
ん   

 

酪
農
経
営 

 

（22） 

 
中
学
生
で
将
来
を
決
め
ま
し
た 

　
「
中
学
生
の
頃
か
ら
家
業
を
継
ご
う

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」 

　
四
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
長
男
に
生
ま

れ
た
建
さ
ん
は
、
自
分
の
将
来
を
決
め

る
と
き
、
両
親
の
営
む
家
業
を
継
ご
う

と
心
に
決
め
ま
し
た
。
そ
し
て
茨
城
県

立
農
業
大
学
を
卒
業
後
、
二
十
歳
で
家

業
で
あ
る
酪
農
の
経
営
に
加
わ
り
、
今

年
で
三
年
目
に
な
り
ま
す
。
経
営
は
父

の
理
喜
さ
ん
、
母
の
き
ぬ
さ
ん
と
三
人

で
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
育
て
て
い
る
牛
は
現
在
四
十
四
頭
で
、

全
て
乳
牛
。
建
さ
ん
は
毎
朝
六
時
に
起

床
し
、
搾
乳
を
し
て
牛
に
餌
を
食
べ
さ

せ
ま
す
。
そ
の
後
は
畑
で
牧
草
の
作
付

け
や
刈
り
取
り
な
ど
を
行
い
、
夕
方
に

は
二
回
目
の
搾
乳
を
行
い
ま
す
。
搾
り

た
て
の
牛
乳
約
六
百
㍑
は
酪
農
協
同
組

合
に
出
荷
し
ま
す
。 

　
「
仕
事
で
き
つ
い
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
ま
に
一
人
で
や
っ
て

い
る
と
き
は
寂
し
い
で
す
け
ど
ね
」 

 

自
分
の
考
え
を
実
践
中 

　
建
さ
ん
は
家
業
を
や
る
傍
ら
、
臨
時

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
他
の
酪
農
家
を
手
伝

っ
て
い
ま
す
。
多
い
と
き
は
月
に
十
五

日
で
、
農
家
の
都
合
に
合
わ
せ
て
出
向

き
ま
す
。 

　
「
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
は
私
に
と
っ
て

の
研
修
の
場
に
な
り
ま
す
。
他
の
農
家

の
や
り
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

自
分
の
考
え
を
実
践
す
る
こ
と
も
で
き

る
ん
で
す
」
と
真
剣
な
表
情
で
話
し
ま

す
。
「
自
分
の
考
え
を
実
践
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
こ
れ
は
良
い
こ
と
だ

と
思
え
た
り
、
逆
に
悪
い
こ
と
だ
と
知

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
勉
強

中
の
身
で
す
か
ら
」 

　
そ
ん
な
仕
事
に
熱
意
を
持
っ
た
建
さ

ん
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
。

「
仕
事
で
決
ま
っ
た
休
み
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
合
間
を
見
て
体
を
動
か
す
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
牛
を
育
て
る
こ
と
は

体
力
が
い
り
ま
す
か
ら
ね
」
と
健
康
管

理
に
も
気
を
使
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
牛
は
年
に
一
回
お
産
が
あ
り
、
一
頭

か
ら
二
頭
生
み
ま
す
。
大
瀬
家
で
は
、

お
産
の
と
き
は
事
故
防
止
の
た
め
に
、

必
ず
立
ち
会
い
を
し
て
い
ま
す
。
「
子

ど
も
が
出
て
く
る
と
き
に
引
っ
張
っ
て

あ
げ
る
ん
で
す
。
子
牛
は
か
わ
い
い
で

す
よ
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。 

 

夢
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す 

　
「
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
で
、
大
き
な
農
家

の
仕
事
を
手
伝
っ
た
り
し
て
い
る
と
、

そ
の
経
営
方
法
な
ど
に
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
将
来
は

も
う
少
し
環
境
の
良
い
場
所
で
酪
農
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
ね
」 

　
母
の
き
ぬ
さ
ん
は
「
息
子
は
ま
だ
仕

事
を
始
め
た
ば
か
り
で
す
け
ど
、
一
人

増
え
た
だ
け
で
も
楽
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
酪
農
も
ど
う
な
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
父
親
が
築
い
た
も
の
を
で

き
れ
ば
息
子
に
預
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
息
子
を
気
づ
か
い
な

が
ら
話
し
ま
す
。 

　
何
で
も
い
い
な
り
に
な
っ
て
い
て
は

前
に
進
ん
で
い
け
な
い
を
モ
ッ
ト
ー
に

し
て
い
る
建
さ
ん
は
、
あ
る
程
度
資
金

の
メ
ド
が
立
っ
た
ら
、
他
の
場
所
に
移

り
、
規
模
拡
大
を
し
て
良
い
牛
を
育
て

る
こ
と
が
夢
だ
と
言
い
ま
す
。 

　
「
で
き
る
範
囲
で
今
は
や
る
だ
け
で

す
。
上
を
見
て
、
他
を
見
な
が
ら
、
夢

に
向
か
っ
て
働
き
ま
す
」
と
笑
顔
で
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
来
月
号
も
八
郷
町
の
農
業
後
継
者
の

紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
期
待
く

だ
さ
い
。 

　 

 

「子どもの牛はかわいいですよ。将来は自分の手で良い牛を 

育てたいですね」と建さん。 

 



⑼

○一般図書 

めぐみお母さんがきっと助けてあげる 
　　　　　　　　　　　　　横田早紀江 
家事をサッサと手放してしまう本 
　　　　　　　　　　　　　百瀬いづみ 
手作り石けん大好き　　　　むくのあけみ 
盗んで開いて　　　　　　　赤川次郎 
いのち生ききる　　　　　　日野原重明・瀬戸内寂聴 
学力は家庭で伸びる　　　　　山　英男 
本当の病気になる前に読む病気の本 
　　　　　　　　　　　　　今村栄三郎 
オキーフの恋人オズワルドの追憶（上・下） 
　　　　　　　　　　　　　辻　　仁成　　 
上高地の切り裂きジャック　島田　荘司 
カシミール３Ｄ入門　　　　杉本　智彦 

本の貸し出しは１人 

当たり１回５冊まで 

です。 

 

貸し出し期間は２週 

間です。土・日もご 

利用できます。 

 

○児童図書 

こぶた保育園　　　　　　　中川季枝子 

バムとケロのさむいあさ　　島田　ゆか 

バムとケロのそらのたび　　　〃 

うちにかえったガラゴ　　　　〃 

バイカル湖への道　　　　　関野　吉晴 

笑犬楼の知恵　　　　　　　筒井　康隆 

ゴールデンハート　　　　　ウルフ・スタルク 

ａｉｒ（エア）　　　　　　名木田恵子 

高橋由伸　　　　　　　　　鳥飼　新市 

とんび島が火をふいた　　　小山　　勇 

※図書室の未返却本が300冊以上あります。お心あたりのある方は返却していただけますようお願いいたします。 

問い合わせ先　中央公民館 TEL43－6262

新 刊 図 書 の ご 案 内  

 

   

　
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、

誰
に
と
っ
て
も
や
が
て
訪
れ
る
老
後

の
生
活
保
障
の
不
確
定
要
因
を
解
消

す
る
唯
一
の
方
法
で
す
。 

　
現
役
時
代
か
ら
老
後
ま
で
の
長
期

間
に
は
、
予
測
不
可
能
な
こ
と
が
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。 

　
平
成
十
四
年
の
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
開
始
年
齢
で
あ
る
六
十
五
歳
時

の
平
均
余
命
は
、
男
性
が
一
七
・
九

六
年
、
女
性
が
二
二
・
九
六
年
で

年
々
伸
び
て
い
ま
す
。
長
寿
は
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
が
、
老
後
に
自
分
が

ど
れ
く
ら
い
生
き
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。 

　
世
論
調
査
で
は
、
老
後
の
生
活
保

障
を
「
自
助
努
力
」
で
と
考
え
て
い

る
人
は
二
割
程
度
し
か
お
ら
ず
、

「
公
的
年
金
を
中
心
」
に
と
考
え
て

い
る
人
が
七
割
に
上
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ

れ
ば
、
平
成
十
三
年
の
高
齢
者
世
帯

の
年
間
所
得
は
三
〇
四
万
六
千
円

で
、
そ
の
う
ち
「
公
的
年
金
・
恩

給
」
が
二
一
二
万
六
千
円
、
「
仕
送

り
等
」
が
一
〇
万
五
千
円
と
な
っ
て

お
り
、
「
公
的
年
金
・
恩
給
」
が
所

得
の
約
七
割
を
占
め
て
お
り
、
高
齢

者
の
生
活
を
担
う
公
的
年
金
の
役
割 

   

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
長
い
老
後
生
活
の
保
障
を
、
自
分

の
子
ど
も
に
頼
る
だ
け
で
は
万
全
と

言
え
ま
せ
ん
。
貯
蓄
な
ど
で
備
え
る

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
将
来
の
社
会

経
済
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ど

れ
く
ら
い
の
備
え
が
必
要
か
は
、
誰

も
分
か
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
よ
う
な
老
後
を
、
社
会
全
体

で
支
え
る
仕
組
み
が
国
民
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
制
度
で
す
。
ま
た
、
老

後
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が
で

障
害
が
残
っ
た
り
、
亡
く
な
ら
れ
た

と
き
に
も
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
す
べ
て
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

 

「
安
心
」
は
国
民
年
金
加
入
か
ら 



習慣 

　
朝
日
小
学
校
は
、
児
童
数
三
十
一
名
、 

三
学
級
の
八
郷
町
で
は
一
番
小
さ
な
学 

校
で
す
。
校
舎
は
県
内
で
も
珍
し
い
昔 

の
ま
ま
の
木
造
校
舎
で
、
ピ
カ
ピ
カ
に 

磨
か
れ
た
廊
下
や
ア
ー
チ
型
の
天
井
な 

ど
木
の
温
も
り
の
中
で
み
ん
な
仲
良
く
、

明
る
く
元
気
に
生
活
し
て
い
ま
す
。 

　「
意
欲
的
に
取
り
組
む
子
・
思
い
や 

り
の
あ
る
子
・
心
身
と
も
に
た
く
ま
し 

い
子
」
の
育
成
を
め
ざ
し
様
々
な
教
育 

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、 

そ
ん
な
児
童
た
ち
の
楽
し
い
活
動
の
一 

部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

①
み
ん
な
友
だ
ち
交
流
学
習 

　
少
人
数
の
学
校
で
は
、
多
く
の
友
だ 

ち
と
仲
良
し
に
な
る
機
会
が
あ
ま
り
あ 

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
小
さ
な
学
校
同
士 

お
隣
り
の
上
佐
谷
小
学
校
と
年
二
回
、 

交
流
学
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま 

ず
、
五
月
に
上
佐
谷
小
の
児
童
全
員
が 

本
校
を
訪
問
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
対
面
式
や
学
校
紹
介
、
ゲ
ー
ム
や
ダ 

ン
ス
を
し
た
り
、
学
年
ご
と
に
教
室
で 

お
手
紙
交
換
会
や
自
己
紹
介
、
学
習
発 

表
会
を
し
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と 

に
徐
々
に
打
ち
解
け
、
い
ま
で
は
手
紙 

や
メ
ー
ル
で
交
流
し
て
い
る
子
も
い
ま 

す
。 

　
児
童
た
ち
は
、
自
分
の
学
校
以
外
に 

友
だ
ち
が
で
き
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し 

く
、
毎
回
の
交
流
学
習
会
を
楽
し
み
に 

し
て
い
ま
す
。
三
学
期
に
は
、
大
き
な 

学
校
と
の
交
流
会
も
実
施
し
て
、
友
だ 

ち
と
の
輪
を
も
っ
と
広
げ
ま
す
。 

②
地
域
を
あ
げ
て
の
収
穫
祭 

　「
ペ
ッ
タ
ン
、
ペ
ッ
タ
ン
」
餅
を
つ 

く
音
が
澄
み
切
っ
た
青
空
に
広
が
り
ま 

す
。
毎
年
十
一
月
に
三
世
代
ふ
れ
あ
い 

学
習
と
し
て
収
穫
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
行
事
は
、
児
童
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
行
事
の
一
つ
で
す
。 

　
早
朝
よ
り
保
護
者
の
方
々
が
餅
米
を 

蒸
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の 

間
、
児
童
た
ち
は
、
招
待
し
た
地
域
の 

お
年
寄
り
の
方
と
お
手
玉
や
お
は
じ
き
、

め
ん
こ
な
ど
昔
の
遊
び
を
一
緒
に
し
て
、

和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
そ
し

て
昔
取
っ
た
杵
柄
、
お
年
寄
り
の
方
に

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
お
父
さ
ん
た

ち
と
餅
つ
き
を
し
ま
す
。
そ
の
餅
で
お

母
さ
ん
た
ち
が
色
々
な
料
理
を
作
り
ま

す
。
み
ん
な
の
愛
情
が
た
く
さ
ん
入
っ

た
お
餅
の
味
は
格
別
で
、
そ
の
美
味
し

さ
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
今
年
は
、

お
年
寄
り
の
方
と
栽
培
し
た
サ
ツ
マ
イ

モ
も
焼
き
芋
に
す
る
予
定
で
す
。
楽
し

み
が
一
つ
増
え
ま
し
た
。
ま
さ
に
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
楽
し
い

時
間
で
す
。 

③
全
員
が
一
輪
車
を
マ
ス
タ
ー 

　
意
外
と
難
し
い
一
輪
車
で
す
が
、
本

校
は
、
全
員
が
乗
り
こ
な
せ
ま
す
。 

　
全
児
童
に
よ
る
一
輪
車
へ
の
取
り
組 

み
は
、
平
成
四
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま 

し
た
。
そ
の
目
的
は
、
単
に
調
整
力
な 

ど
の
運
動
能
力
を
高
め
る
ば
か
り
で
な 

く
、
練
習
の
過
程
に
お
い
て
、
根
気
強 

さ
や
集
中
力
を
養
っ
た
り
、
友
だ
ち
と 

協
力
し
た
り
親
切
に
し
た
り
し
て
、
思 

い
や
り
の
心
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が 

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。 

             

　
学
期
に
一
度
の
検
定
が
あ
り
、各
自
、 

自
分
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
休
み 

時
間
な
ど
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

友
だ
ち
同
士
、
助
け
合
っ
た
り
、
上
級 

生
が
下
級
生
に
い
ろ
い
ろ
な
技
を
教
え 

た
り
し
て
、
学
年
を
越
え
た
ふ
れ
あ
い 

が
あ
り
、
豊
か
な
心
が
育
っ
て
い
ま
す
。 

（
文
責
　
朝
日
小
学
校
長
　
酒
寄
晴
夫
） 

⑽

朝
日
小
学
校 
学校あれこれ 

⑪ 

明
る
く
元
気
な
朝
日
の
子 

 

元
気
で 

生
活
す
る 

 

健康寿命を 
 

ウォーキング 
大作戦 
ウォーキング 
大作戦 

同じ素材でも調理法によってこんなに減塩 
 

記事提供：茨城県国民健康保険団体連合会 （編集：（株）社会保険出版社） 

 

　ウォーキングなどの運動が肥満予防、とくに内臓脂肪を減らす 
のに効果があることがわかっています。運動のための時間がとれ 
ない人にすすめたいのが、階段の昇り降りです。弱りがちの足腰 
を鍛えるにも有効です。 
 

延ばす 

 

延ばす 

 

●家族に太っている人が多 

　い。 

●撮げ物や炒めもの、肉な 

　ど、脂っこい料理が好き。 

●食べるのが'速い。 

●間食をする習慣がある。 

●朝食はぬくことが多い。 

●夜にまとめ食いする習慣 

　がある。 

●気軽に立って働くタイプ 

　ではない。 

●運動は苦手。あるいは運 

　動するチャンスが少ない。 

肥満の 
　危険因子はコレ！ 
 

　
肥
満
と
は
、
体
脂
肪
が
多
す
ぎ

る
状
態
の
こ
と
で
、
高
血
圧
、
糖

尿
病
、
高
脂
血
症
、
痛
風
、
乳
が

ん
や
大
腸
が
ん
な
ど
、
多
く
の
生

活
習
慣
病
の
誘
因
と
な
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
生
活
習

慣
病
は
す
べ
て
の
肥
満
で
起
こ
る

の
で
は
な
く
、
腸
の
周
辺
の
内
臓

脂
肪
の
蓄
積
が
原
因
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

内
臓
脂
肪
の
目
安
は
ウ
エ
ス
ト
周

径
で
女
性
　 
㎝
、
男
性
が
　
㎝ 
が

要
注
意
ラ
イ
ン
で
す
。
5 
0 
0
ｇ

や
１
㎝
の
体
重
増
減
に
大
騒
ぎ
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分

の
ウ
エ
ス
ト
周
径
を
把
握
し
、
適

正
な
状
態
を
保
つ
よ
う
努
め
ま
し

ょ
う
。 

これだけ消費！ 
12階まで階段を昇れぱバ 
ナナ１本分の約100kcalを 
消費。一度には無理でも、 
こまめに昇り降りしよう。 
 
 

こんなときに！ 
マンション、会社のビル、 
デパート、神社や駅、歩道 
橋など、階段を見つけたら 
気軽に昇り降りを。 
 

こんなやり方で！ 
上りは親指のつけ根から段に接 
し、かかとまでしっかりつけて。 
下るときもつま先から着地。は 
じめはゆっくり、慣れてきたらス 
ピードアップするとより効果的。 
 
 

注意　関節への負荷が大きい運動なので、足や膝が悪い人やかなり太っている人は、無理しないこと！ 
足腰には下りがきついので、そういう方は下りはエスカレーターを使う、平地歩きだけにするなど、 
体力に応じて。 
 
 
 

全児童による一輪車演技（運動会より） 

 

90

85



⑾

    

平
成
14
年
３
月
10
日
生
ま
れ 

父
　
智
昭
さ
ん
　
母
　
里
香
さ
ん 

　
家
族
か
ら
の
一
言 

　
人
見
知
り
し
な
い
、
妹
思
い
の
優
し

い
男
の
子
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
子

で
、
仕
事
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
喜
ん
で

お
出
迎
え
し
ま
す
。
ま
た
電
車
が
大
好

き
で
、
一
緒
に
乗
ろ
う
と
せ
が
ま
れ
ま

す
。
誰
に
も
優
し
く
で
き
る
子
に
育
っ

て
ほ
し
い
で
す
。 

柿
岡 

　
平
　
真
宙
ち
ゃ
ん 

 

♥

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル 

【材料】（4人分） 

○卵  ４個　○塩  小さじ1/3　○カスピ海ヨー

グルト（市販のヨーグルトも可）50 g 

○トマト  ２個　○生バジルの葉  ６枚　○にん

にくみじん切り  小さじ１　○バター  10ｇ 

○あらびき黒コショウ　少々　○レタス　適量 

【作り方】 

①卵と塩、ヨーグルトを混ぜ合わせる。②トマ

トは横半分に切ってから４つ割りにし、バジル

は荒くきざむ。③フライパンにバターとにんに

くを入れて、トマトとバジルを加えてさっと炒

め合わせ、①の卵液を流し入れる。大きく混ぜ

ながら半熟状に炒め上げます。あらびき黒コシ

ョウを振り、皿に盛りレタスを添えて出来あがり。 

食生活改善推進員（ヘルスメイト） 

田　中　文　枝（小屋） 

 

ま
　
ひ
ろ 

八
郷
の
歴
史 

（32） 

　
明
治
維
新
を
迎
え
た
時
、
現
在
の
八
郷
町
域

は
四
九
の
村
々
に
わ
か
れ
て
い
ま
し
た
。
一
般

に
町
域
は
山
根
五
三
ヶ
村
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

近
世
後
期
に
お
け
る
組
合
村
「
山
根
五
十
三
ヶ

村
」
（
常
州
新
治
郡
柿
岡
村
外
五
十
二
ヶ
村
組

合
）
の
範
囲
は
、
（
東
）
成
井
村
を
除
く
現
八

郷
町
全
域
と
染
谷
村
・
村
上
村
（
い
ず
れ
も
現

石
岡
市
）
で
す
。
そ
の
後
、
各
村
々
は
明
治
新

政
府
に
よ
る
試
行
錯
誤
的
な
行
政
区
画
の
変
化

の
も
と
に
分
合
を
繰
返
し
、
明
治
二
十
年
代
初

頭
に
八
町
村
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
試
行
錯
誤
の
後
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八

八
）
四
月
、
「
市
制
」
「
町
村
制
」
、
翌
々
二

十
三
年
五
月
に
「
府
県
制
」
「
郡
制
」
が
公
布

さ
れ
、
大
日
本
帝
国
憲
法
（
明
治
憲
法
）
体
制

下
に
お
け
る
新
し
い
地
方
制
度
が
確
立
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
明
治
二
十
二
年
四
月
一
日
の
市

制
・
町
村
制
施
行
に
先
立
っ
て
大
規
模
な
町
村

合
併
が
断
行
さ
れ
た
の
で
す
。 

　
ま
ず
明
治
二
十
一
年
六
月
、
次
の
よ
う
な
文

言
で
始
ま
る
内
務
大
臣
訓
令
が
出
さ
れ
ま
す
。 

「
町
村
制
ヲ
施
行
ス
ル
ニ
付
イ
テ
ハ
町
村
ハ
各

独
立
シ
テ
従
前
ノ
区
域
ヲ
存
ス
ル
ヲ
原
則
ト
ナ

ス
ト
雖
モ
其
ノ
独
立
自
治
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
ニ

ハ
各
町
村
ニ
於
テ
相
当
ノ
資
力
ヲ
有
ス
ル
コ
ト

又
肝
要
ナ
リ
故
ニ
町
村
ノ
区
域
狭
小
若
ク
ハ
戸 

口
僅
少
ニ
シ
テ
独
立
自
治
ニ
堪
ユ
ル
ノ
資
力
ナ

キ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
合
併
シ
テ
有
力
ノ
町
村
タ
ラ
シ

メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
。
同
時
に
具
体
的
な
町
村

合
併
の
標
準
が
示
さ
れ
て
「
各
町
村
大
凡
ソ
三

百
戸
以
上
ヲ
常
例
ト
ス
ル
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

従
っ
て
ほ
と
ん
ど
の
町
村
で
は
二
、
三
ヶ
村
あ

る
い
は
数
ヶ
村
に
も
お
よ
ぶ
合
併
が
必
要
と
な

っ
た
の
で
す
。 

　
こ
の
町
村
合
併
に
よ
っ
て
、
現
八
郷
町
域
四

九
ヶ
村
は
一
町
七
ヶ
村
に
統
合
さ
れ
ま
す
。
そ

の
理
由
は
、
旧
柿
岡
村
を
除
い
て
い
ず
れ
も
戸

数
少
な
い
た
め
独
立
の
資
力
が
な
く
、
自
治
の

目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
も
の

で
し
た
。
ま
た
合
併
の
範
囲
は
、
明
治
十
七
年

に
施
行
さ
れ
た
改
正
連
合
村
制
に
お
い
て
行
政

区
画
を
同
一
に
し
た
村
々
が
合
併
し
て
新
町
村

と
な
っ
た
例
が
大
部
分
で
す
。 

　
一
方
、
現
在
の
平
成
の
市
町
村
合
併
に
お
い

て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
新
町
村
の
名
称
に
つ
い

て
は
、
町
域
一
町
七
ヶ
村
さ
ま
ざ
ま
で
、
当
時

の
新
町
村
名
の
つ
け
方
諸
類
型
を
ほ
と
ん
ど
網

羅
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
中
心
部
の
旧
村
名
を
継

承
し
た
も
の
＝
「
柿
岡
町
」
、
村
域
を
流
れ
る

川
の
名
を
と
っ
た
も
の
＝「
恋
瀬
村
、
園
部
村
、

小
桜
村
」
、
村
域
に
隣
接
す
る
著
名
な
山
の
名

を
と
っ
た
も
の
＝
「
葦
穂
村
」
、
近
世
以
前
の

郷
名
に
由
来
す
る
も
の
＝
「
小
幡
村
、
林
村
」、

旧
村
名
を
折
衷
し
た
も
の
＝「
瓦
会
村
」（
六
ヶ

村
の
合
併
で
す
が
比
較
的
大
き
な
村
の
瓦
谷
・

宇
治
会
の
名
称
を
折
衷
）
な
ど
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
の

実
施
に
先
立
つ
町
村
合
併
に
よ
り
、
八
郷
町
域

に
は
新
し
い
一
町
七
ヶ
村
が
成
立
し
ま
し
た
。

そ
し
て
昭
和
三
十
年
一
月
一
日
、
こ
の
一
町
七

ヶ
村
が
「
合
体
」
し
て
現
在
の
八
郷
町
が
誕
生

し
ま
す
が
、
こ
の
六
〇
年
余
の
間
、
合
併
・
境

界
変
更
・
名
称
変
更
・
町
制
施
行
な
ど
の
行
政

区
画
や
制
度
に
か
か
わ
る
変
更
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

町
史
編
さ
ん
専
門
委
員
　
近
・
現
代
　
櫻
井
　
明 

 

明
治
の
町
村
合
併 

トマトと卵のハーブ炒め 
 

わたしの手料理 



評
　
玄
潮
会
理
事
　
　
森
　
　
浩
　
亭 

 習
字
コ
ー
ナ
ー 

　
率
直
な
書
き
ぶ
り
は
見
事
で
す
。
情

感
の
あ
る
作
品
で
す
。 

  

　
豊
か
な
心
で
一
筆
、
一
筆
書
け
た
明

る
い
作
品
で
す
。 

 

林
小
　
六
年
　
飯  

塚  

滉  

平 

    

 

林
小
　
三
年
　
上  

田  

省  

平 

    

 

⑿

　
　
　
夕
放
送
さ
れ
る
防
災
無
線
の
お
知
ら

　
　
　
せ
で
す
が
、
一
回
だ
け
で
は
、
聞
き

逃
す
場
合
が
度
々
あ
り
、
急
い
で
来
て
も
す

で
に
放
送
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
困
っ
て
い
ま

す
。
時
間
の
関
係
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、

二
回
繰
り
返
し
て
放
送
し
て
い
た
だ
け
た
ら

あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
近
所
の
人
達
四
、

五
人
か
ら
も
そ
ん
な
話
が
出
て
い
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匿
名 

　
　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
他
か
ら
も
同
様
の
ご
意
見
を
何
件
か
い

た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
二
回
の
放
送

に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ご
意
見
の
中
に
あ

る
と
お
り
、
時
間
の
関
係
も
ご
ざ
い
ま
し

て
、
内
容
も
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
防
災
無
線
は
防
災
関
係
の

放
送
が
第
一
で
す
の
で
、
お
知
ら
せ
に
つ
い

て
は
、
極
力
広
報
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら

せ
す
る
方
向
で
検
討
中
で
す
。
　
　
広
報
係 

　
　
　
道
施
設
や
給
水
管
な
ど
の
清
掃
を
す

　
　
　
る
際
、
家
庭
に
も
お
知
ら
せ
が
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
一
度
夕
食
の
仕
度
を
し
て

い
る
時
に
茶
色
い
濁
っ
た
水
が
出
て
き
て
驚

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
治
会
　
安
達
正
子 

　
　
工
事
に
よ
る
水
道
管
の
切
り
ま
わ
し
工

事
な
ど
事
前
に
計
画
し
て
い
る
工
事
に
よ
る

断
水
に
つ
い
て
は
、
防
災
無
線
に
よ
り
断
水

時
間
と
断
水
地
区
の
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま

す
が
、
突
発
的
な
事
故
や
深
夜
の
自
然
破
損

の
場
合
、
早
急
な
修
理
が
必
要
な
た
め
周
知

が
で
き
な
い
場
合
や
、
周
知
が
遅
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。 

　
ま
た
、水
道
の
水
が
赤
茶
色
に
濁
る
の
は
、

急
激
な
使
用
水
量
の
変
化
（
消
火
栓
の
使
用

や
漏
水
等
の
工
事
）
に
よ
り
、
水
道
管
に
付

着
し
た
鉄
分
等
が
一
時
的
に
流
れ
る
た
め
で

す
。
白
く
濁
っ
た
水
は
、
水
道
管
工
事
等
に

よ
り
、
水
道
管
に
空
気
が
入
り
込
み
、
水
と

空
気
が
混
じ
っ
て
小
さ
な
泡
が
発
生
す
る
か

ら
で
す
。
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
し

ば
ら
く
水
を
出
し
て
お
く
と
濁
り
は
な
く
な

り
ま
す
が
、
万
が
一
、
濁
り
が
な
く
な
ら
な

い
と
き
や
、
臭
い
に
異
変
が
あ
る
と
き
は
、

す
ぐ
に
水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
課

★
広
報
係
で
は
や
さ
と
文
芸
へ
の
投
稿
を
お

　
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　 

「
わ
た
し
も
一
言
」 

♣

♣

朝 

水 

P.N　ツバサ 

 

月岡　萩 原 志 づ 

 P.N　スマイル 

P.N　ｊαｍ 

P.N　テレビ・ジョン 

 



⒀

３つの答えの中から正解を選びハガ

キに書いて送ってください。 

①10月26日に行われた行事は何でし

　ょう？ 

　Ａ－町民武道大会 

　Ｂ－八郷産業文化祭 

　Ｃ－八郷ふれあいまつり 

②10月11日に行われたウォーキング

　大会のゴールはどこでしょう？ 

　Ａ－畜産センター　Ｂ－フラワー

　パーク　Ｃ－風土記の丘 

③今月号の八郷の農業後継者の仕事

　は？ 

Ａ－養鶏　Ｂ－養豚　Ｃ－酪農 

【応募の方法】 

☆ハガキに広報クイズ188と書き、

　答えの記号（例①Ａ）、住所、氏

　名、年齢、世帯主と「私もひとこ

　と」へのご意見や広報の感想など

　を書いて送ってください。イラス

　トやマンガも大歓迎。 

☆締切日　平成15年12月15日 

　　　　　（当日消印有効） 

☆応募先　〒315-0195　 

　　　　　　　八郷町柿岡5680－1 

　　　　　八郷町役場秘書広聴課 

☆当選者の発表　本紙１月号 

【広報クイズ186の当選者の発表】 

正解は①－Ｃ、②－Ｂ、③－Ａでし

た。応募総数41通、正解39通の中か

ら次の10人が正解しました。 

入江悠（大増）枝千尋（柿岡）岡本

和子（小幡）川上奈美（小見）桜井

達也（柿岡）鈴木三枝（瓦谷）鈴木

美穂（太田）関きみ子（柿岡）長谷

川和夫（大増）谷仲里美（太田）　

　　　　　　　　　　　【敬称略】 

　全問正解者のなかから 

抽選ですてきな賞品が当 

たるよ　 

広報ク
イズ  

188

やさと文芸 

や

さ

と

 

短
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠  

選     
       

俳
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰  

選   
    

俚
　
　
　
　
謡
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月  

選  

　
昭
和
五
十
五
年
当
時
の
八
郷
町
産
業 

文
化
祭
の
踊
り
の
パ
レ
ー
ド
。
柿
岡
商 

店
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
同
文
化
祭 

は
昭
和
四
十
六
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で 

行
わ
れ
、
現
在
は
八
郷
ふ
れ
あ
い
ま
つ 

り
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

悠
久
の
時
を
巡
り
て
輝
き
し
火
星
は
地
球
に
何
を
伝
ふ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
　
荒
　
井
　
幸
　
子 

種
子
島
の
旅
行
記
念
に
貰
い
き
し
石
蕗
の
花
庭
隅
に
咲
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
岡
　
　
萩
　
原
　
照
　
子 

群
れ
芒
そ
よ
風
に
揺
れ
陽
を
弾
く
深
ま
り
し
秋
わ
び
し
く
思
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
　
弦
　
　
塚
　
田
　
キ
　
ヨ 

  

稲
架
掛
け
は
今
年
限
り
に
す
る
と
云
ふ
　
　 

宇
治
会
　
　
河
　
野
　
純
　
三 

無
住
寺
を
訪
ふ
や
薮
蚊
の
啼
き
寄
り
来
　
　 

吉
　
生
　
　
土
　
佐
　
汀
　
風 

六
地
蔵
並
び
コ
ス
モ
ス
赤
白
黄
　
　
　
　
　 

瓦
　
谷
　
　
山
　
崎
　
景
　
子 

  

好
き
な
お
方
に
焦
れ
て
灯
す
暗
い
川
原
の
恋
螢 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
額
　
賀
　
力
　
江 

畳
替
し
て
新
た
な
網
戸
佛
間
涼
し
い
迎
え
盆 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
谷
　
島
　
清
　
風 

母
子
の
家
庭
に
程
よ
い
重
石
利
い
て
素
直
な
子
が
育
つ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
白
　
井
　
冨
喜
江 

P.N　いおり P.N　ｃｈｉｙｕｋｉ 

P.N　さくらメント 

 

す
す
き 

は
じ 

は
　
ざ 

ぼ

し 



⒁

ま
ち
の
話
題
で
き
ご
と 

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の 

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い 

 ︵
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
☎
内
線
一
三
四
三
︶

　
十
一
月
二
日
に
行
わ
れ
た
瓦
会
地
区
文
化
祭

で
、
筑
波
大
学
生
の
応
援
団
二
十
二
人
に
よ
る

発
表
会
が
、
瓦
会
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
集
ま
り
、
迫
力
あ
る
演
技
に
拍
手
喝
さ
い
が

飛
び
か
い
ま
し
た
。 

　
筑
波
大
の
応
援
団
名
は
筑
波
大
応
援
団
桐
葉

（
川
又
友
人
団
長
）
で
、
団
員
数
は
約
三
十
人
。

活
動
は
体
育
会
各
部
の
応
援
を
は
じ
め
、
各
種

行
事
や
式
典
へ
の
参
加
も
し
て
い
ま
す
。
団
員

の
近
藤
さ
ん
は
「
母
校
を
応
援
す
る
こ
と
を
モ

ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
学
内
に
限
ら
ず

学
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
進
ん
で
参
加
し
て
い

ま
す
。
筑
波
大
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
必
要
で
す
か
ら
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

　
同
文
化
祭
は
瓦
会
地
区
公
民
館
（
谷
嶋
昇
館

長
）
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
昨
年
ま
で
は
歩
く

会
を
企
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
趣
向
を

変
え
た
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
意
見
が
多
数
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
筑
波
大
に
お
願
い
し
、
お
招

き
し
た
も
の
で
す
。 

　
十
月
十
二
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
、
八
郷
町

商
工
会
主
催
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
ト

絵
画
展
が
同
会
館
内
で
開
催
さ
れ
、
町
内
九
小

中
学
校
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
に
描
い
た

絵
画
合
わ
せ
て
二
百
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
終
了
後
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
（
柿

岡
商
店
街
）
に
飾
ら
れ
る
予
定
で
す
。 

　
八
郷
町
商
工
会
で
は
平
成
十
二
年
四
月
に
商

業
活
性
化
を
図
る
た
め
、
協
議
会
を
発
足
し
、

現
状
分
析
を
し
た
り
、
先
進
地
へ
出
向
い
た
り

す
る
な
ど
し
て
、
賑
わ
い
の
あ
る
商
店
街
を
目

ざ
し
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

柿
岡
商
店
街
の
店
頭
に
小
中
学
生
の
絵
や
習
字

を
飾
る
こ
と
を
決
め
、
商
店
街
を
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ス
ト
リ
ー
ト
と
し
、
町
内
各
小
・
中
学
校
か

ら
作
品
の
提
供
を
募
る
な
ど
し
て
、
昨
年
の
一

月
か
ら
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
絵
を
商
工

会
駐
車
場
の
塀
に
飾
り
、
青
空
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

す
る
試
み
も
行
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
賑
や
か

さ
を
増
し
ま
し
た
。 

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
運
営
に
携
わ
る
み
な
さ
ん
は
多

く
の
人
た
ち
が
訪
れ
る
街
並
み
に
な
る
こ
と
を

願
い
な
が
ら
、
現
在
活
動
中
で
す
。 

瓦
会
の
文
化
祭
で
筑
波
大
応
援
団
が
発
表 

商
店
街
を
彩
り
賑
わ
い
の
あ
る
街
並
み
へ 

 

   

　
こ
の
ほ
ど
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
二

つ
の
分
団
に
配
置
さ
れ
、
十
月
十
三
日

に
八
郷
消
防
署
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
配
置
さ
れ
た
の
は
第
一
分
団
第

五
部
と
第
三
分
団
第
三
部
で
す
。
さ
ら

な
る
町
の
消
防
力
の
強
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

            

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
▽
第
一
位
　
石
岡

市
消
防
団
▽
第
二
位
　
土
浦
市
消
防
団

▽
第
三
位
　
八
郷
町
消
防
団
▽
第
四
位

千
代
田
町
消
防
団
▽
第
五
位
　
霞
ヶ
浦

町
消
防
団
　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
▽

第
一
位
　
新
治
村
消
防
団
▽
第
二
位
　

八
郷
町
消
防
団
▽
第
三
位
　
霞
ヶ
浦
町

消
防
団
▽
第
四
位
　
千
代
田
町
消
防
団

▽
第
五
位
　
玉
里
村
消
防
団 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
伝
達 

  

第
54
回
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法 

競
技
大
会
新
治
地
区
大
会 

 

十
月
十
八
日
・
茨
城
県
立
消
防
学
校 

 



⒂

　
大
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
ブ
ラ
ン
コ

や
す
べ
り
台
、
コ
ー
ト
ベ
ン
チ
な
ど
の
遊
具
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
で
、
二
百
五
十
万
円
の
助
成
を
受
け

て
設
置
し
た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全

な
発
展
を
目
的
と
し
て
、
全
国
自
治
宝
く
じ
の

売
上
金
の
一
部
が
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一
つ
と
し

て
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

　
第
四
十
七
回
茨
城
県
発
明
工
夫
展
審
査
会
で
、

こ
の
ほ
ど
林
小
の
濱
野
拓
実
さ
ん
（
一
年
）
が

特
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
受
賞
さ
れ
た
濱
野
さ
ん
は
、
か
ら
ま
な
い
洗

濯
バ
サ
ミ
を
発
明
。
ハ
ン
ガ
ー
付
き
洗
濯
バ
サ

ミ
に
結
束
バ
ン
ド
を
取
り
付
け
、
折
り
た
た
ん

で
収
納
す
る
時
に
洗
濯
バ
サ
ミ
ど
う
し
が
か
ら

ま
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
使
用
す

る
と
き
は
洗
濯
バ
サ
ミ
ど
う
し
が
か
ら
ま
ず
、

楽
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
ア
イ
デ
ア
作
品
で
す
。 

　
共
同
発
明
者
は
お
母
さ
ん
の
濱
野
紀
子
さ
ん
。

「
洗
濯
バ
サ
ミ
を
使
う
と
き
、
い
つ
も
か
ら
ま

り
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
息
子
と
考
え
て
い
た
ら
思
い
つ
い
た
ん
で

す
」
と
話
し
ま
す
。
受
賞
し
た
濱
野
く
ん
は
、

「
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
お
母
さ
ん

の
お
手
伝
い
を
た
く
さ
ん
し
た
い
」
と
受
賞
を

喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

発
明
工
夫
展
で
林
小
の
濱
野
さ
ん
が
特
賞 

 

「
自
治
宝
く
じ
」
助
成
で
遊
具
施
設
を
設
置 

 

　
十
一
月
四
日
、
湯
っ
た
り
会
（
桜
井
正
男
会

長
）
主
催
に
よ
る
つ
く
ば
山
湯
っ
た
り
あ
る
こ

う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
百
五
人
の
参
加
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
八
郷
町
の
観
光
を
町
内
外

に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
町
内
の
有
志
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
今
年
で
四
回
目
を
迎

え
ま
す
。 

　
一
行
は
ゆ
り
の
郷
か
ら
吉
生
を
通
り
、
峰
寺

山
で
小
休
止
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
か
ら
湯
袋

峠
に
出
て
筑
波
園
で
昼
食
、
そ
の
後
ゆ
り
の
郷

ま
で
十
キ
ロ
の
道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。
ゴ
ー

ル
の
ゆ
り
の
郷
で
は
温
泉
に
入
り
、
一
日
の
疲

れ
を
い
や
し
ま
し
た
。 

　
水
戸
市
の
北
山
由
貴
子
さ
ん
は
「
二
回
目
の

参
加
で
す
。
私
に
と
っ
て
こ
の
町
が
ぐ
ん
と
近

く
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

秋
空
の
も
と
八
郷
の
景
色
を
楽
し
む 

 

編
集
室 

    

男
子
の
部
▽
優
勝
　
久
保
田
芳
男
（
山

崎
）
▽
準
優
勝
　
高
橋
邦
雄
（
山
崎
）

▽
三
位
　
鈴
木
昌
平
（
大
増
）
▽
四
位

相
沢
栄
（
上
曽
）
▽
五
位
　
郡
司
章

（
大
増
）
　
女
子
の
部
▽
優
勝
　
潮
田

喜
久
恵
（
大
増
）
▽
準
優
勝
　
石
橋
利

子
（
大
塚
）
▽
三
位
　
森
田
慈
子（
大

増
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】 

   

　
先
日
、
大
子
に
あ
る
日
本
三
大
瀑
布

の
一
つ
の
袋
田
の
滝
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
吸
い
込
ま
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら

滝
を
眺
め
て
い
ま
し
た
ら
、
「
こ
の
上

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
な
」
と
疑
問

に
な
り
、
自
然
探
求
路
の
急
な
階
段
を

息
を
き
ら
し
な
が
ら
登
り
ま
し
た
。
滝

の
上
は
想
像
と
違
い
、
川
の
よ
う
な
滝

の
よ
う
な
清
ら
か
な
風
景
で
し
た
。
私

は
も
っ
と
流
れ
の
速
い
川
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
。
階
段
の
途
中
で
何
度

も
引
き
返
そ
う
と
し
ま
し
た
が
、
や
は

り
諦
め
ず
に
登
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
諦
め
ず
に
、

面
倒
く
さ
が
ら
ず
に
や
っ
て
み
る
と
、

感
動
す
る
出
会
い
が
あ
っ
た
り
す
る
ん

で
す
よ
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

 

第
九
回
県
議
会
議
員
杯
Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会 

 

10
月
12
日
・
八
郷
町
総
合
運
動
公
園 
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茨城県 
花と緑の楽園 

●問い合わせ先 
            　　茨城県フラワーパークTEL42-4111 
 

開催期間 11月29日（土）～12月7日（日）  

◆シクラメンまつり期間中のイベント 
 
◆シクラメンまつり期間中のイベント 
 

開園時間　午前９時～午後５時（3月～11月） 
　　　　　午前９時～午後４時（12月～2月） 
 （券売は閉園30分前まで） 

 

シクラメンオークション開催日 シクラメンオークション開催日 

※入園の際広報紙を切りはなさず、受付に見せてください。 
　広報紙1部で3名の方が入園できます。 
　　　　　　　　　　　　　　 平成15年12月7日当日限り有効 
 

フラワーパーク 
入園確認印 

 

フラワーパーク 
入園確認印 

 

フラワーパーク 
入園確認印 

 

 

シクラメン展 

シクラメン特別販売 

キャンドルとリース展 

繭クラフト作品展 

シクラメン人気コンテスト 

体験教室（キャンドル作り） 

※受講無料   

園芸教室（シクラメンの楽しみ方） 

※受講無料 

シクラメンオークション 

11月29日（土） 
～12月7日（日） 
 
 
 
 
 

11月29日（土） 
　・30日（日） 

12月６日（土） 
11時～ 
13時30分～ 

12月７日（日） 
13時～ 

12月７日（日） 
13時30分～ 

展示販売温室 
ミニ鉢から尺鉢まで県内で生産されたさまざまなシクラメンを展示 
します。 

花の売店  
観賞用や贈答用として人気の高いシクラメンを多数取り揃え格安で 
特売します。  

来園者センター２階 
ドイツの伝統的なものから現代の色々なリース！そしてすてきなキ 
ャンドルを展示します。  

来園者センターホール 
繭を素材にしたブーケやコサージュ装飾花、盆栽など繭クラフト作 
品コンテストに出品された作品を展示します。 

展示販売温室  
県内生産者から出品された中からお客様に投票していただきます。 

来園者センター２階  
自分のオリジナルキャンドルを作って、飾って見ませんか。  

展示販売温室前広場 
シクラメンの上手な管理の仕方についての講話と実技指導を行いま 
す。 

展示販売温室前広場  
シクラメンの展示品をお客様参加によるオークションにより即売い 
たします。 

1 
 

2 3 
 

15年12月7日 15年12月7日 町民無料招待 
 
町民無料招待 
 ●当日この広報紙を持参された方は、フラワーパークに無料で 

　入園できます。 
 

●当日この広報紙を持参された方は、フラワーパークに無料で 
　入園できます。 
 




